
例会報告

●第2202回例会　平成29年12月13日（水）曇

●12月は疾病予防と治療月間

●ロータリーソング　　我等の生業

●出席報告　　会員　　　名中　　出席53名

　　　　　　　出席率62.35％　修正出席率84.21％

（12月６日分）

●ゲスト紹介
　・ゲストスピーカー

　　　名古屋国際センター

　　　　文化教育講師　ユセル・アリアス氏

●ニコボックス
　「ユセル・アリアスさん、本日は卓話よろしくお願いし

ます。メキシコの魅力を精一杯紹介して下さい。」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　福田哲三君

　「ブルーノートでの年末家族懇親会、クラシック風味の

ジャズはなつかしい曲も多く大変ゆかいでした。関係

委員会の皆様ありがとうございました。」冨島照男君

　「ファニチャードーム小牧店で田中知克君、本店で稲

川　久君お買物いただきありがとうございました。今

後もよろしく。」　　　　　　　　　　安井隆豊君

　「誕生日祝、ありがとうございました。」　坪井和義君

　「年末会員家族会お疲れさまでした!!」

坪井和義君、田尻幹夫君、須賀邦一郎君

平木聖三君、加藤一郎君、山本文彦君

髙木一平君、夏目　稔君、増田靖憲君

服部　滋君、安井隆豊君、近藤東臣君

小松佳史君、野崎敏夫君、冨島照男君

相羽繁生君、天野俶明君

本日のニコボックス　　　　 5件　 43,000円

　累　　　　　計　　　　 122件　964,000円

福田哲三幹事報告

▽当クラブ行事予定

　・12月13日（水）　本日卓話終了後、年次総会を開

催致します。

　・12月20日（水）　例会終了後、理事会を開催致し

ます。

※理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・12月27日（水）　規定休日のため、休会です。

　平成 30 年

　・１月３日（水）　お正月三ヶ日のため、休会です。

　・１月10日（水）　通常例会です。

　・１月17日（水）　新春夜間例会です。時間は 18

時〜です。場所はウェスティン

ナゴヤキャッスルです。

※お昼の例会はございません。

※本日、新春夜間例会のご案内を配布しており

ます。

加藤一郎会長挨拶

　先週の年末家族懇親会は、大変楽しい時間を過ご

すことができました。設営、運営にご尽力いただい

た小栗委員長はじめ親睦活動委員会の皆さんや、黒

田委員長はじめ会場運営委員会の皆さん、名古屋ブ

ルーノートの方々に感謝申し上げます。また、参加

していただいた会員の皆様には、一体感のあるライ

ブを味わっていただけたと思います。ご参加いただ

き本当にありがとうございました。

　さて、性懲りもなくＪｅｔｌｉｎｅｒです。今日はＢ

47が開発した技術についてお話しさせていただきま

す。Ｂ47で採用された後退翼は、衝撃波の発生を送

らせてスピードをｕｐする翼型ですが、ねじり力が

翼の根元に発生いたします。そのため強度を増す必

要が発生します。御巣鷹山の日航機事故の落合証言

で一躍有名になったダッチロールという危険な不安

定現象を生じる性質を本質的にもっている翼です。

この性質に対応するため実用化した技術がＡＣＴ

（Ａｃｔｉｖｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）で す。

飛行機の安定操縦性以外にも飛行機を飛ばすことに

かかわる事項の向上に役立つサイバネティックス

（自動制御技術）をＢ47では大幅に採り入れました。

パイロットの操縦によっては、克服不能な不安定現

象をも、自動操舵によって発生する前に制圧できる

ようにした世界最初の飛行機でした。

卓　話
世界遺産「マヤ文明」とメキシコの魅力

名古屋国際センター・文化教育講師

ユセル・アリアス

　今日はメキシコの魅力につ

いてお話しします。

　メキシコは北米大陸の南に

位置し、ＮＡＦＴＡに加盟して

います。メキシコの魅力は何

といっても古代文明です。全

部で１１６の文明が確認され

ています。その中で有名なの

が次の５大文明。年代順に①

オルメカ文明、②テオティワカン文明、③マヤ文明、

④トルテカ文明、⑤アステカ文明の５つです。

① オルメカ文明

　奇怪な巨石人頭像で有名なメキシコ湾岸、ユカタ

ン半島の付け根あたりに発展した文明。

② テオティワカン文明

　太陽のピラミッドで有名な巨大な宗教都市遺跡に

みられるように、当時のアメリカ大陸では最大規模

の都市を形成していた。太陽神と翼のあるヘビを信

仰の対象としていた。ピラミッドの数はわかってい

るだけで３００基くらい。エジプトで１２０基位で

すから数はメキシコのほうが多い。

③ マヤ文明

　メキシコ南東部、グアテマラ、ベリーズなどいわ

ゆるマヤ地域を中心として栄えた文明。マヤ歴で有

名。

④ トルテカ文明

　メキシコ中央高原に盛んに建設された都市群を中

心とした文明。神殿の天井を支える柱だった戦士の

石像、日常的に使用される実用的なピラミッドなど。

⑤ アステカ文明

　テスココ湖は、かつてメキシコ中央高原にあった

大きな湖で、湖のなかの島に「サボテンの上で蛇を

食らう鷲がいる土地」を探してさまよったアステカ

神話に基づき首都を作った。アステカではアステカ

以外の異なる多様な文化を許容した。

　スペイン来襲により文明は滅びたが、このような

文明を基礎として現在のメキシコがある。

　首都メキシコシティーはテスココ湖の上にありま

す。問題は近代的でインフラの整った豊かなエリア

と貧しいエリアのギャップが大きいことです。

　メキシコというとアメリカ合衆国との国境に近い

ティファナが日帰り観光で有名ですが危険な街で

す。メキシコは、北は砂漠が多いので、森林やジャ

ングル、カリブ海のある南が面白いと思います。カ

ンクーンなどは最高です。

　料理は有名なタコス。でもアメリカン・タコスが

幅を利かせていますが、本物のタコスはトルティー

ヤが柔らかいのです。トルティーヤはホワイト・コー

ンで作ります。トウモロコシといえば日本ではホワ

イト・コーンとスイート・コーンですが、メキシコ

で食べられるトウモロコシは２４種類あります。

　どうぞメキシコへおいでください。ムチャス　グ

ラシアス!

●年次総会
　2018〜2019年度　理事・役員の件

名古屋和合ロータリークラブ
２０１８～２０１９年度　役員・理事97
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例会 月日 今後の予定

第2203回
熱田神宮　権宮司　大原和生氏

「熱田神宮とその周辺」
12.20
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課長　坂田一亮氏

「あいち航空宇ミュージアムについて」
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